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集中装薬発磁の基礎式に関ずる研究
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摘要

従来の晃敏基際式&批判し，抗."傍総の法則自 k利用 Lて発磁の一般ョてを得幽した。譲位置 L，火磁

の比エネル寧【・ '1 ， ~n石白磁析臨界エネルギー密度 =t c• 公石の粉蹄係数・ .0 ，最小抵抗t'l・.'，

i湿キ指数理"・ 3省司乳宇陀 Rξh の"主すると

I -l:l:t"、ノ「

~\'-;- )"('+・V・'一 (I) t;なる a

(,)式中 F (，・)四l!土星.Lcd〆五百吉 (2) I玄関来の鮒幌究 J布。罷ヰ孔訴を交に相当する。
~，

向式 H宅療の羽信倒的蹴 t を比較し( I)Lebrun , Be1idor(n)Dambn11l(I) 陥t:z~ ， )[ar 出。 t ，llrnU

ion, Lares , )I(:in~ckc (IV)H山町 Guillemnin c!:l式比一役式(， )の c， h, t(特E取の健闘になった特

伽場合であることを切にした。テ即日 10g(吉一)を畑ご白い斡lζ期低から翁げば

之から決定される ζ とを越ペた。但し， r:..h:+Rきである~ SO~: ートログリセIi' ::.-入偲ダイナマイ

ト中毒事磁波ゆ閃U~~'I: l!lJずる契銭信念鉱!JIlして C ， 1:0 惨をご:R~ (I) 式より$いた弐 §:IUひ，花肢の

~>-ル~-効ト可p，約ゐ"の大さとま交の分布j 他源からの犯緑色エネルギー清It輸の関係を;~J示した.

エ叩Ill!揺及び火エ副主婦お叉i三石袈等に対寸るそ

の3事政作用に依ってその効mを実現するものであるか

ら理砂さたの研究i土砂!IS火工品を布効径様的に{ll.:似する

誌の基礎をるすのみならor， メタ町民援の'"般のあ

る場所に於ては努般の計画且ぴ実施ゅ祖当でな (ill製

自臨宜は弱製薬であるゐ官には採抗出花の{q.凶となるの

であって保K土も鬼般の研究は恭礎的にm裂である.

しかろに発磁の控針式に門司する狸治的ヨ'I拍句研究は不

孔骨であって従って完放が合康的に実鈍される怒礎が

薄舗である。発磁の同協は組e徒であるから理詩的にも

'"股的にも之を-l誌に充令に解決することは悶雛であ

るが各店弱からの研究を拙めて発般の合理化を計る事

は当箇同念をおである。

H 従来の提磁基礎式

発磁に認しては従朱種々の;;，祭式泊'!\\幽されて、る

がその主なるものは~唖抑こは否定のものである.

{I)D.'lW の羽断""話拭 (2) Ha \:Se T の実験丸

(3) 探性理論式

(I) A.W.Dnwlk.ぴ Z. ¥V.Daw の劉断忽自白

糸糊削附する堂監力 P と醐蹴臓提んと間

I 緒 言 • 断面の周辺五 S との聞に P=KS. "......(1) の開係

が成立する ζ 之を刻断 hから理由的広告修え氷をJ[Jひた

複描拙新以!llで之をす帥て寝昌世針式を版関して行

〈方法であってー応の理治体系を形安しー唱を成して

\·~o 但し引坊淵係~である .X は箆 -}J f/}刑師閣

をAとすれは官邸福原依磁観に対する臣ブ Jを Pとして

日pX う÷ト園町匂い主け出才お此 3

(2)を 1与る.

この式は EE ;J Jだけで磁蜘宿るとして革世式を建て

た処に銀座がある。岩石を務断ずる'"には或ー定の圧

力 PO .t'.ll ニの EE ;l Jカ可， mして之か岩石躯筋商に於て治

石iヱ或距離 d以上のIt由を号屈さ仕る間白血統 L塑性践

を曲して釘断を 91 起きねばなら自のであって( , )即ち

EE1Jtl~ PO 以 I，であると、吋庄力際什の他に( 2)この

圧力がd以 kの陸離のI聞何回し鮫iするとL う移視肺件

前必"である.この (2 )が完設に於て白 III而泊芯理で

あることの物図的意銑である。( , )と(， )の僻作の何

れが欠けても嚇断畝閉ま生じ得な、とのであって之を結

合すると政断の0併す(;t (EE"カ)， (穆動距滋)帽Z ネルギ

ーで淡のられねばならぬ。提って( , )の飾件のみを蔀

とした Daw 式には叡ふ的に保理があるので剖;成立

するのは球号線全の仮定をした特別の幼合のみであって



I1J1f :1集中鍵!.il:R!磁の3保健華々に関ナる研究 '"
-'I l1>~阿部鍵と{まなり仰な L 色。廷に Onw J.ll曲の百聞

は切断{ま漏 JHLI 川辺に於℃のみ起るものとして誕礎式

をIl!てた点にあろのであって，この μ·1 i1lfID縦に於ける

明野 }J のみを淘 l!E 1J と2撃しと鐙〈ことは特別の場合翻

ちを 2石靖国苫常に一体の踊斗欣同体とし τ切切された初

合にのみ当はまるが 'J 4:W~")唱す"酬をに於ては国斗

依の..の同体』識を仰るわけではな〈して大小筒々り

砕片に戯節されるのであるから脳断に柑 rるIJ 叉{ま三

キルギーに采 rペき悩隊法胡品川辺面闘に苛し置に大

なのである .ζ の店を鰍 g犯した ζ とは O，，\\'恕畠の最

大の函点である。

(2) lin 田げのi>./l式

店叫山田蜘 ;1こ採石町ーや R~ ｷ....ｷ(3)

{似し"お宮 JFl lr~ ， R はその乍復)は扱費量 L に

比例寸るものと :eWJ 豆 '-R が陣絡的であるとして
m

L=Coust....1......(~)と也、 t.: o A..R の4出官

斗吾 tに誼 III させるお ζの式{まその後多〈の研骨おに依

って'"の tl( 配かれた。l1JIち L慣例“， 1司[吋，.

(5)色比例!主治相二 '/i')~ る器才 1係此句 lま昭策に

R
依り定る陣l泌鍋乱"ーで;，~ "'1!~.iJ指数 e F(刊)はその

岡敬で専ら探検柑二定められず崎町慨に曾えばζの系

統の式l主総て挺段式と云ヲベきもので物槻的意掠{ま酎

け般いが又それ放に!足って倒m関滋 eあるからl«J11上

の総礎式として広 011ひられて来て、る，

この式はそのJI1間的世味が切でな~ .?t\.が欠点台あっ

てその~理U針也か堤〈笑川上も広〈錨1IJしようとする

と多くの予悶がJ11てきて闘えば実際には L構Const

，.の管歎治不か寸当石，同→~f葛で純一気Eの治合も一

定となら-P，副主L_白闘が (吋の方叫〈合

うと、寸勘合も1\1て来て到宜H甜担，\Q式とはなり鯵,.。

向。尽W 式と lit‘U~，式の関泊につ、てー冒して

日置かねばならねのは UIIW 式から Hnu即式.明か
13!'IJ

れると、、う ill 仰である.そのilI W)1 ま旋するに翁量 LI ま

L_ 子い戸 川{似い哨惑の畑山

<I長と譲位 d の出合淡わされ -Jj 司、 2) の

」Lm ー...!!!主ー (2)'
51 2(' ・1+ 1 )11

印ebhR-L 」LiL {2y' から
cI2(nl+l)

L_( 与主)(時一 11repp-cmt AS(7)
、 9・，巴 n.

であると、う盟副白である a 閉るに D3\\' のお礎式に鈴

ては会lE}J PXは医})強度 V と 111 1£耐 lttAtli 仲間主

線h との間怖のみを!Jl浴しているのであって拠 ill形は

ζのPを必しさえすれば何の旬以もないのである。印

ちIt前川い疋で医力作月間島柚 jち似認の世断聞に対

する投Jg ftll t.'ttJ~ー定ならば r~\ 'と、 i ろのが DI\\\のIi

5楚式の 'I彊点であり，この II却下さえ樋且させれば後諸

彰治山の如〈襲商のものであっ τ も部閣の虫 II <tfS低で
あってもー向備はないのであるから (6) 式は何の寝泊

肱必特性を引しt~\·o ~て (6) 式そ月!ひて(1)式を11\

す符請にも必均出まな， .のをあって印t， Oaw 式か

ら Hl\us目玉突は明き IIIせな、のである.

むしろ(，)に越ベた釦〈事J町二f去り沼輸血糊唱

践の>\.'1 じたと↑ると雄療の手f ·r る金属ネル 'f­

E.-Liｷｷ....(s) (f! I しII 孟火礎の比 z ネルギー}と

寸ると之が鈎空振調関

s-πR ，.=:t.品 ~l/τ+ ..:..ｷ...(9) を生ずるのにまきさ

れるから世石のfi(位碕践の切断に孟ネルギー匂を製

tると寸法"ま

Lf_...:r必勺/ττ Il~ ......(10)

酌 L_( 子X叫/寸志， ;" 川

となるのであって L・Conn.l ，t (~)'となるのであ

る。曲もこの治合は二系 Y止式となって H:mser 式の如

舎三必おそとはならな、ゆ ι叫畑叫叫続制 zらは三

袋式ば何事附されな、のである.

(,)符性廃盤式
m

g慢性h学を皆苅にiflU!して理政式を努〈方位、からは

簡filな鍵間的な語教形式は樽IIIされていないがニの系

統の従朱の毅訟の続~(t仰悦波動として，g破力を収鋭

う点であっτあたかもu滋血iJ!i'i·mひた i!i\ 水中陣宛

阿倍拭が盟発治的には宜'"治噛かったのと醐OJの関係

にある。印ちこの系統の姥血 Lてl:!'長時ちうるも

のは衛事!.!の尽泊を誌としたものでなけれlまならず之

は水及び本訴に対しては近畿はじめてァ n.のlUl

絢盤筆者iこ依って解かれたものである.x岩荷電機に

於てt司容認店の孟ネル 'f- 肉体にf去り刻石の敵陣がひろ

がってTT< のであるから極鰍の偲他省の誼Jfiは無劉で

ある。むしろ郡佐治は銭抗政伴の阻引偲斗孔内ではな

〈それ以外のE時間殉悠酌々の鐙劉健婦に朝1IJさるべき

ものである.

E 岩石の置確信件量基とした

ー設相発鍵弐

図:に酷て o点刷iはま討，曹U!rf t噛拠a諸臨g午I'但担! /'“‘なるも@の.刊i

とし之を師以1点と?る匂 BB下方がt-t:r:iで B H''Jj・自由

聞である. , は災講の聞き又は最小伝銑線で自由聞に

蓋直穿孔の場合は穿II長であるo R(幻自斗与lの牛艇で

ある。袋小銭落という I~ft<まゆα (12) を酬と

ナるから川二対いは然脱して品、但し v同情。

からの距離で '·c I玄海斗'I tの側同日長で ro:備が +R2 であ

る.



,.. ェ·火務協会If: "I!~創作，.少

さて器開治噛航されるるには先づ併 .i紫片の判!緒的

穆劃..ロ可flIjでなけ tu まならぬ。その 3ft 出窓賞論 id{ 工

会開を鰐唆する際司印 J~結合力と結合区彊及び岩石結

晶のニ文術品 1主として簡保するがともか〈歓 onm か

らλ~( て cm f2!!きであらヲ.旬ち自由 d自の発般に左右

同物縄問活闘はよの dにあるので広 Jになる由 nを必

rしも -tbw t. しないのであって締罰問。鍵庁内等もそ

の役 r{ を演じ mるのであるがー世的湿治としてはー舗

な固体内の鍵践を考えること lこする.この際件を (a)

移動嗣 H・ll!汁ると母 E の XQ入'下方 i端盟国体で

あるから破断は起引当危ぃ.従来の究民啄ll!に鈴て鹿

沼耐抵は錆‘的にIEll lltt 眠勧停1I， .史夜If， a裂

府'. .｣fft"c.\・う凪に儀作治改づ'ると~到してあるも
の，.，・.....，

の.:多いが xox' 以下でに治杭の敵麟は起らず E縮

祭大騒から白勘'lIに筑ぶのであって出石破怖の繍符 111

I~ill{ 二対 L編めて非対 A主的である.之はむしろ史民の

経憶に合置するのであってもし対総的に破防が生じて

レるものならば従事依沼より誼かに聞い品必発践が動

〈 ζ とになるが実際はそ Sでないので急る.

斜有機筋。!II'の岱件はその与えられた z 魯ルギ­

m鹿島治袖おに依り定まる-，.・ U <.以上で怠るニ

とで之を (b) 臨界.*ルギー燦作と時弘ずる o ....I ま

眉の 9曾1加に作って III 少するから<，-島&なる F を句

とすると &;i 点。を中心として~ ..~の同を繍〈とこ

の円周と自由I'i向変る点 Un'治主』石破断の z 牟ルギ

餅;li n事になるから B-C ， 8' 司σ に長てはもはや

治訂の磁麟は担らず UC の岩石 lま{吋の傍件を支し

ても(b)の修件を調さぬから震畳居となる.即ち君主

;r;向で中II! "の問内に入るIliの問(I) COO] 巳は

(.)を兎し{同を完さず (I) X.'C'Fは (b) を交し

て (.)を売さず，その他の起草石 (I) Iま en) (b) 共

に発さな、・から飽動色体宿しても依断は短らず鈷~萌

JtｷILBU'O 向のみにて破断治司る.ニの際 Dt; 点

関

E

は ROW 同織の周辺のみで舷係閣件がl4J合唱するおoj­

でな〈 ζの阿即匂::Ii刑事にr，て純作蜘't'h~濁足されて

いることである.即ち岐停に堕する "'*"'·-iff盟主

0...の考への~I( 伺Z!:炎置に扱うもののみでな<.

I'l象的師二胞?る前費を同等，ニ"llllLな ~t 4lばなら

す 定鑑酎には後滑の ;Jj/J 省tr <fより革に Jにとなるので

ある.

一方 °l! 溜に鈴ける金品ネル~ーをE. -L/ とナる

と牛樫 aの民lISに後した締結の焚宿直 i の轟ネル~­

"'11;を匂とすると E._47 <1 ~t.. 之が l'使，の路面上

にさ1:~:'つ， OJ守の.，ドルザー格段を作とすると幾何学

的調係から (r 4T ，"忍圃 t.4:r1lき阻ら

に.>日

。.4 十，>・“，.i'"" -τ 号i""" ......(13) さてー方， Iニ

華街 iii なlilf ，:r.jj1 jM に"の zネルがーが J; 五しられた時 v

の"J j同に長さのを容へた栂合."の;1 i!i ']1 こ鈴て足 tti

の酬に呉川ギー刈されるが Rittinge; 》の開
法制に依れば総慨に依り生じた筋炎筒殴 Iま却られた三

本ルギ- ..~ Iこ比例し -;mn ftl: 炎lO:lAを1:.ずるるには

ーをの晶牟ルギー。を lH るので鈷 \11 ./r Iドの腎停

に襲ずるz ネルギー治資Ii -dt.... rt:,dr ....·.(14) ζ

の肘工子の臓脳中川町'..)ern' 向lニ位じて、

ろo (13)式に於て，{ま締罰磁停に盟 rる昆皐ル~-ifl

畏阜で之を!tl右寄惇係数と略語する.. (14)式を観世し

て I.f'，.・ -t r+白:1S t. "_0 に於て'.-匂後て

r,.=..oot-« ，...~.·· ,..(15) 但し吋玄白"を3欲の縫である.

(13)l:.(IS)J:~t.1合的に"と，の院係は弐式にて縦

Lf
わされる.田ち円五ア「十・ 0......( 凶}鉛間

断の録作 (b) から協 4孔の側辺長を"ど同 li t':到£Ill

拙の蜘 (12) 臥れて，，-立っデ川

ー方制蜘店子主山糾炉より

F四i，/~弓が之を (1 7)式に It>. し

IoCTt.¥... •... ~
-\1一~: (1+内ce'1 l+~:''''''(l・}

(18»)全が.utJ唖銑晶h と!IljをL との寓係?で1Jl t穂司降五

である.世来ー鮫に"の函~FC.)I主"・ 1 旬~由

雄暁賓の・合 Fe ・1・"なる釦日曜剖 tてきて t

るから .-0 回ち泊;r;の@停を者えぬ場合を際司匝， -t

I8T'... 、- (，ゐぷ) _.'...
ると L_←7j 併す~向山 0 ・ (19)

I8;r，..、
調\~Jー l'\' Fe",) ..，.....................，叫'

(1+"勺〆霊
似し F(吋・ιずム.......I·I+M: ............e同H

沼

I

E

昨ミ会場 C

7〆~ーーーーー_J1C
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制鈴 鹿中健!Ill!磁の事・陸軍てに関する研究

If -盤的発破式乙従来の諸式の関係

(19) のー岳民主従来の羽目と勾関係 1棋の釦〈であ

る.

(I) c-=O の場合

:¥1.Chal 聞に依ると L-C 。四，~......( -4}I:."

*の剛ま遜大の L を与 ;(.L 邑£， R1"·..·..(..), (似し

E，_盟実係数. R ， -払樹L石係歓)の方かE甫であると

し E巳oJ>.ぴ R叫'の値を与えて、い、る@ζの=鶏弐却lは主[ο18)}

の一般式の C-o 田ち岩石粉砕係E滋女を零と置、

の嶋合である.

(2) ell 小の湖合

￠の剖を g級及数に殴 t即h問1 しt留III 二苦 a隼と tれ"ばま

』吋(千 )<μ仰川1+

Eベ(千引) 川♂円)(仙 k~+山包'+刊 hザ7両工=京存司:Z京丙:古巧F乃)

即ち L'ま h の臼J憶に比骨ずる視と h の 3 .;i l二比

litす唄の和から店主るから業務上.~~ (2<く"く3) に比例

するa 従来 3采公式カ必ずしもJ:l: <合はぬことは込〈

臨められτ、必処でありその他2kb:提出されても

L・るがこの械情は一世式に依OJミ〈爽わされて、る.

(3) F (りの架像弐

従来のZむ知三三寝弐と'"肢の蓋を描斗画歓 FC·) を

"'Ii的に求むるζ とに依り稽匝せんとして、るo r'C吋
rx-}r,(..)

の主たるものl;'~の銀〈である.

'1l I

2錨

(f) D;咽 Ibrun (1/1+":-O.-:a)1

:"¥/1+.:
(a) 対"筒国定ーで--一

市 2
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，号機の 11 1a'安田は栂当の《ラヲ与を宿するものであ

るから前也肺島側三極 4の災った岩私自書店?孔長

で支店量 Lたものの苧之助な僻・ら嗣草の実援式を求め

てレるわけであって袋 2 の，. ，の~，はその窓味に Sを

ける陪告降であってー甚的のものではな、.ー段式

(18)1 ま般小鉱放磁の絶狩依'11.ぴ沼稲鈴符係改 eの闘

J>'主主の箆闘に依り従来のヨたての漢民式をそれぞ t吟零到

の場合として合 t・4ヵ:!lIlになった村?で結局一銭式

(16) の実 HI 飽聞は従祭のどの式よりも大なる ζ とが闘

であり，特に lll~ な点は従来物理 h摂毘 k不明のまま理事

ら袋段式に依って針 9草する以外訟のなかったものがそ

れぞれ即日杭秒r.J.IIl JJ! 車持を ;{:j 寸る変数の繭主主として淡

されている点である。

岩石の克般に於ける特性は従来の発政式に於 lまて唯

一の係法l!llち掛布係訟に fk って茨されて、.たがぶ研究

に於て訴した如〈突破の特性を広司包囲の節 IN ニ対して

袋-t al.:l:': 治相二関 Fる二つの係訟が必亜である。即

ち従来の臨防省石係~ "の他に磁曲'1\i 1触を 5慢す

結石谷符傍:.t<が置要である. "は岩石片カ祖位す

る俄界に B討する z ネルギ-WlJitの下田で ζの内岩石の

帥二依わ tL; ;，"J いであるから lcm l訓子

の新磁所蔵 it! :，生じて、・ることを盟与する.一方刑主客

蹟当りの災rr;晶旬ち比袋蕗抱負 s 1-; 岩"符 H を直飽 t

の制す一辺 t の10; 配時 Lた場合同=÷で

あるから s- ヱヂ， JLtz 子子 ロ， j
句ー も時
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(21) 式より容を般に It< り封じた絹漏片の内町人のもの即

ち白山首ゆ紋服II!界町二於 it る岩片の大さんが或め

られる.平均抑こ tが之以上ではもはキ盟副こ亀裂は

生じても渥授は包らな、と、寸盟界がん従って3( <,

に依り袋わされている G t</ま ζ の宜~;に於て制，-，の鮫

発敵性を決しているのであっ丈島 l主治析のを売 lj'l似耐

被ル生ぜしむるのに獲する忌ネルギーであろ。即ち<，

は治れの源子 rめ置に!!~り決定されるが(r. lま大拙とし

ての告石の放際組即こ騎寸るもので紡 JI，のー九二次

間出j 結石の監関等鍵多島大の摘出 l二孟“おされるもの

eある。

v-依的Ii破式の諸係量生のゑ宜

ー般的爆発式l訂15)3<:ば (17) より

L吋ベテ)r"~~， .....:.....................(22)

÷附 Cの時糊聞はの如(I二して和 t仰る。

白ち (22) より

logl 土·J...log('; :t )+lo g{つ +004343 ("，...'問
、 n- ，、， ,

2 回以上の発磁を阿ー治石，同-;ll開に対して!ll掻叉

;I'

!可制咽抗紛をかえて行えば L， "rIi 淀刻されるか

ら也畑ぽ町職 iζ 叫去)を， '軸に"をと
tel ま一つの国刊を mる。その田耕 l~:! ，軸を切る釈を A

と L傾i1 111 を a とすれば

A_ 同(吋+刊 10叫。

tω“"'作 t_B も=0"':34 必3 c ···..·..·····..(2毛}

(阿μ叫)却掛、ら;加。叫I~o f 叫般の比ヰル

eーで阻OJ雪組成から計1r.l.mるから仰をJRめf.."J}j o

今山本救援の実!a!<J (悶h トログ~1:~:-幌町

ナマイト， 111等硬度の問UN.}) 引II、‘τ計事した紡果

を袋 3Jk.び悶 3に示1-. この禽蜘土停孔fl'j t~ 45'・で回

目Ml!llとして11われて、ろからその孔開を以てi日斗孔

の側辺長<，と且倣 rことが11\来る.. (9)111のIt匁倒{ま

Hall蛇r の三塚拭 L吋h' の e め闘を元すが之は不支且

fl'肋な，、..キを示しζ の三家弐角館炉問，~!iiでも成立

しな、 4ニ&を示して、る.図 3 を見ると(.23'式部ちー

段式カ哨ft-' ろと符えてよ、・。之ょ。

子園O曲山叉 0.43曲・0問問。蜘6
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(9) (10)
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。 α)167 7.' タ6
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。∞ 1付 11.4
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。 αXli03 '2“.,
O.COC似:;IS 2.5211

0.0 αお26 2.5658

oα ね担 2 2 臼6<

山田由 主 6冊。由 146 14.6

開閉 46 "2 η" 0屈曲 15.9

O.a ぉ461 2.7612 0曲124 !6.7

0α"' <1・{ 2.am 0.00130 17.7

民存'~"" Iｷ'"グ，セ， ，宿ダイナマイトの

f嗣鍋均 l-k g/ <:m~ ・国間四 <:m :l.. kgfcln~ 包

従って fC=O 由154 ><即" 10 毎回ー

kg/ cm~_l 曲曲 em-kg

之品開 !cm~xlcm 巡り加えらるべ

きz 傘ルギー宅あるから Iem: 当りの

底力とifttlま】醐k仰である.

Hanisch のま危匡カの値は 1300--2'00

kg/Cl ポで先の値はこのト 8 倍に諮る

が宛践に於て 1 1"1!I:的 j，こエネルギーが与え

ISO られ抗 EE ブJ飼践ではlfiI B!J であるからこの

監はむしろ当閉であらう.3(背山l'<!量に

4たると I m~ 巡りの治罰に同 74 権lJ"

100

7、仰九
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-ISg 必om 羽田司 1 ，6(お 6<,000 0.0281

"Xl 55 '0 3,020 166,375 。 α332

'" 70 忌0 <，明'" 3< 3，α'" 0.03 岨

320 55 60 7,200 614, 125 0.0.;43

sα3 1由 70 '0 ，α調。 1 ，0∞'， 0田 0.05 ∞

6田 115 '" 13,200 1,:>20,875 。 随時

?由 12$

'" 15 ，6∞ 1 ，9，ふ 3， 125 。応 7ア
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2個 kg 必II!とされて、抽出:. .1堕~・ 0α 問調 B
3柑σ伺t

a

②田.叫る弘. -.方?.叫。∞出であMるこ之Uはま

，=世=の舗石‘鍵'9検宅Jにこ。田IS嗣.g'のB蜂賓を沼するζ とを

2盟して、るのである宕か.ら前''0α出B渇"とヒ事勲吉んど-号致主

同凡.之Uより叫見τ ?に対しては従来菅山間千

Dr.La r·俗等が， m' の岩石をIl破するに要する窓量

kg と l て与えてレるものを ga 引で表したものを III

ひ叉掴警の膨.，ま f の針lJ'鈍に依 0憶継@覆に換算す

れば鍵 IH 上鎗支え t，.:\ ' こと治手，る.

百岩石の III 嘩庫

副4ヲU有の起燭点からの陸軍 r の点に 8をける盤石の

敵陣 2・1ま次の佃〈にして求のられる.結石破防片を一

辺 t聞の疋立方形ヌ lまill 笹 I ，m の縁形と仮定する

Jヒその倒れの場合も'"位体調当りの漢箇鼠創"比袋萄

61': 6 _... _ :rr- 6
和u・7・ 2 EM-Z77

6

印ち s・÷ 聞

である.ー苛結石の酔4健闘を作る誌には何回当り白

の品事ルザーを嘆しJ(.に鈴げるz 宇品ギー穂度。

の向制定1の敵陣に".治句卸まれるから

うf町"÷・............(お)

-")j(16) の'.と v の爾係式から

一壬 of ._"t..- ---r;:- τ-. 相 Fき e-""-'" 3l. 1ま

1.....'24:r{-A-)(~)r~ e«.-・ ·)...·....··....·(21)
·'\Lf 八. I

国

業拓政伽厳抑即時践に~-;:~主CI'*大刀対抗川:

大路そ<>--辺の憂さが例えば"'=で"ったとすると

工三--..!.._~，叉【刊の抑何では
I. 却

，.・0.009 (~・ '0“:oc:mZ-kg:cm'・

後て吋醐川醐x子園田国-kg I!IIちニ

の省お，J) 1('nit の析J幅削怖に聾する￡宇ルギー"

~71 cm-k~'c:n: 'eある.田ち治石の磁際2貨の国界ん

を渇吃すねまのを計算し1旧. ，の自主球XIまiE:Oi

体以外の胞の·)Jl~に移易に舘田治家るが多〈の地合

(2S)弐は成立寸るもの&みてよ、、叉(27)弐をJ1h·

て怨舗の比墨$ルギー f tEaL，主は治活係 t' ...
及び， XI 主題曜 の瞬民放として破防 'tr I.. を針 'JJL lU

る。興 111 .1は院I1'If ι とその敏認との関側、PJ]~眺

蹄度分布幽線 b唖裂であるか之は'"の闘にして求め IU

h 盟沼からの厩彊，に鈴げる II 副'H l向の喝行居間.

院の体棟 V. は v....." 宮内十可 "ζ の内に

ー辺 I，の E立方体が:X.. or 存在すると 'tJ l\ま

I e \1・ 1
胃一一一τ(Lf)1 一一，} ...'.r:k(·戸・ 3 ・，-(:i B)

t点、 204)' 句、“ノ〆

(21) 式より v が1ft却すす uま I. I本金遣に柄大するが E

("')より見て ..骨却に依るお，の減少尉は I. の嶋大

'"より遥かに大なる ζ とが割る.四号沿箇 4 の(.)の削

き関係となるから I. eN. の関係は!.iii -I (b) の御"

なり I. が崎大すれば叫は念訟にき良少する.その正

時の闘闘孟{沼) (21) に島、，;: e・0 とし τ見出をつ

i対Uま ":«1.. であるからお ..1;_ 回..，でお，と I.

の自嗣置幽臨調係にあり e のE駒込寸前川ま

N..f.....毎回 O&t. m>2 である.I!llち細か〈句評され

た岩石片訟は樋めてIJ，(治石片が大になるにつれそ

<
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5

旬ち国 5 (a) の釦〈鰻iiiから謹ざかるにつhI計数断:tt

的に念滋にき蝿少 rるが埋混から r 迄の庖組内で前まきさ

の現係!ま;l(の釦〈である.先に破停度分布の，与轡えた

と同じ悦守ill ，ζ於て俄昨のaのz 傘 ......-rm警は

:r":〆 z 、

E_61';X..，円 u'; コ-r._ (紅白l\五干 )(L f) •

の数は滋少して行< .ζの錯石敵陣貨の分布lま鍵附上

1Il要であって提Jl.提也採石に於てはそのn櫨に'"

じて週当な政持費渇祖裂であるが従来の究機護費出立

之に対しτ例の1Ii.illも与え19なかっPニe 本側受に依る

と(:<eJ(27Jb.ら抵以前に
, ，、，

X..I...·・回白銀(Lf)1{ そー) ..................("'J
、句，

とな勿 m> 勾勾 3 となり之に銭。露勢，寓 :Jt. 切石の

特種ヨが磁際度分布 lニ>H" る移響を考IfL.1lIる.与えに爆

援の z 下ルギーが世杭破砕の込治資される訓脚色距.'
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E._・÷MIm-←軸a十LI
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由ち即 (bJ の卸〈なりーでいは十 LI

に近づ九姥肢の畠ホルギー臨可 II Elf ・1':._帽の :t 耳
LI

断抑制叩市九 Eーが÷吋例制唱

する鍵曜をや滋盤車内と坦r-すると

-LEE-e-dd-o
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曲ち 可(rA-←a叫10Z÷

即ち 0.，描
'.ー・・ーへ一一 ・ 【担J

V の，慣例の C の値を代入すると 'l-II・ 14.9町

田ち盟彊から的 15聞の毎では躍建のZ 事ルギ-111!:

に雫#市I!l剖目、占司院になる.之から考えると盟通話

に極II>て寄1Ilした鵠時で大器揖のz 傘ルギーが剤費さ

れるζ と治判る.祖に後抗曹に世ては揖iGに短命コE置

』慶した僚の額分の負荷主は符置が慢賓の孟ネル'f-堕

般に持してIII再なわけであって煤滋茸祭器にm"苓が

あってそζに健かなれ前も存在しなυ務分があると1lI

lI!のZ 牟ルギーは措IIせrに銭出剖υ タ歩調搬の舟

火の阪国となり!切るのである.
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現"IEの智駐穂兎般に於Itる剖立ノJ官の生なものは集中

袋識に自信るv-. ツト，等でおる治味研究は自由郎に

於サる宛破印ち.~q交について酋じたものであって同じ

省官で自由自固定i\旬ち婦の理泊l三億て応JIJ冊として解

ける9 以上の集中盤を要に依る也、伐と合病罰的なものとし

ては~-ン含ヲト心主支援がおるが之に闘する"'J1J拍及

び原理闘の街相こ(.Iては錯曜の'!l織の部を先に緩併し

足掛lこ関しては僻の肘酬な蹴闘を怒と
した置針盤..，現象'"写体を余。に笹田化L過ぎたカ

零計五曲暗にした醐訟をII!して柚益を混とし絡

に後!IIの法罰を議広した完放置針弐の研究を理治的に

もさ健磁的にもf監のる必揮がある.それに依って突破@

箆摩ι 安全it， j号車盟彊且ぴ火工品の合寝的な置計

健聞が!!;;!(W学的になって符〈ものと期待さ I.る.
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